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第5章 概要資料の作成 

本章では、第 2 章および第 3 章で分析・検討した結果をとりまとめ、概要資料の

作成を行った。 

5.1 節では、第 2 章での検討事項に関連した首都圏 3 環状道路の時系列的な整備

の変遷を整理した。5.2 節では、第 2 章で検討した「都心部･首都圏域の物流網や観

光周遊等に関する交通流動分析」の結果をとりまとめた。さらに 5.3 節では、「外環

道千葉県区間開通後の交通動向分析」に関する概要資料を作成し、有識者への説明

資料とした。 

また、第 3 章で検討した事項のうち、5.4 節では、「首都圏湾岸地区における交通

課題」と、5.5 節では、「アクアライン周辺の交通状況分析」に関する資料を作成し

た。さらに、5.6 節では、栃木県における中継輸送拠点整備の検討に係る資料（栃

木県トラック協会に対するヒアリング資料）をとりまとめた。 
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5.2  都心部･首都圏域の物流網や観光周遊等に関する交通流動分析 

本節では、第 2 章で検討した結果のうち、都心部・首都圏域の物流網や観光周遊

ルート、コロナ禍の交通流動の把握結果を説明資料としてとりまとめる。 

作成した資料は、次頁以降に掲載する。 

 

■分析項目一覧 【使用するデータ】 

 主要断面の交通量、大型車混入率の変化 【首都高・NEXCO トラカン】 

 主要 IC 間の走行経路・分担率の変化 【ETC ログ】 

 特定 IC 関連の OD 交通量の変化（地域間流動の変化）【ETC ログ】 

 観光地関連の流動分析・滞在時間の変化 【ETC ログ】、【ETC2.0】 

 環状道路沿線の物流施設の立地状況の推移 【日本立地総覧等】 

 各種統計データの整理（地価、工場立地件数、製造品出荷額他） 【各種資料】 

 首都圏 3 環状道路の概成と IC 時間圏域の変化（時系列整理） 【各年次の道路

ネットワーク】 
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道
路

交
通

状
況

の
分

析
結

果
の

ま
と

め

2

•
20

20
年

3月
に

横
浜

北
⻄

線
が

開
通

した
こと

に
よ

り、
接

続
す

る
横

浜
北

線
の

交
通

量
が

⼤
幅

に
増

加
、交

通
量

の
増

加
に

伴
い

旅
⾏

速
度

が
低

下
して

い
る

。そ
の

他
の

路
線

で
は

、コ
ロナ

禍
中

で
あ

る
20

21
年

７
月

か
ら2

02
2年

7月
の

比
較

で
は

、ネ
ット

ワ
ー

ク全
体

で
交

通
流

動
の

⼤
き

な
変

化
は

⾒
られ

な
い

。
【p

.3
】

•
20

21
年

７
月

か
ら2

02
2年

7月
に

か
け

て
、圏

央
道

の
⼤

型
⾞

混
⼊

率
が

減
少

して
い

る
。

【p
.4

】
•

経
路

分
担

率
は

、外
環

道
千

葉
県

区
間

開
通

に
よ

り⼤
き

く変
化

した
が

、以
降

は
⼤

き
な

変
化

は
な

く安
定

して
お

り、
コロ

ナ
に

よ
って

社
会

情
勢

に
変

化
の

あ
った

20
20

年
以

降
に

お
い

て
も

⼤
き

な
変

化
は

⾒
られ

な
い

。
【p

.5
】

•
特

定
IC

関
連

の
O

D
交

通
量

は
20

19
年

ま
で

増
加

す
る

O
D

が
多

くみ
られ

る
。2

02
0年

で
は

コロ
ナ

に
よ

る
社

会
情

勢
の

変
化

の
影

響
を

受
け

減
少

した
が

、2
02

2年
に

は
20

19
年

⽔
準

ま
で

回
復

して
い

る
。

【p
.7

-1
0】

•
観

光
地

で
あ

る
高

尾
山

、筑
波

山
の

周
辺

IC
は

、圏
央

道
が

開
通

した
こと

に
よ

りア
クセ

ス
性

が
向

上
した

地
域

か
らの

利
⽤

者
が

増
加

し
て

い
る

。2
02

0年
で

は
コロ

ナ
に

よ
る

社
会

情
勢

の
変

化
の

影
響

を
受

け
減

少
した

が
、2

02
2年

に
は

20
19

年
⽔

準
ま

で
回

復
して

い
る

。
【p

.1
1-

12
】

•
観

光
地

で
あ

る
TD

Rの
周

辺
IC

は
、外

環
道

千
葉

県
区

間
の

開
通

に
よ

りア
クセ

ス
性

が
向

上
した

埼
⽟

県
か

らの
利

⽤
割

合
に

は
⼤

き
な

変
化

が
無

い
が

、⾸
都

高
か

ら外
環

道
千

葉
県

区
間

へ
の

経
路

転
換

が
発

生
して

い
る

と考
え

られ
る

。
【p

.1
3】

①
交

通
状

況
の

経
年

変
化

は
、ネ

ット
ワ

ー
クに

よ
る

変
化

に
よ

る
影

響
が

⼤
き

い

•
圏

央
道

の
開

通
に

伴
い

、既
開

通
区

間
を

含
む

圏
央

道
沿

線
で

物
流

施
設

の
新

規
⽴

地
の

増
加

が
継

続
して

い
る

。
【p

.1
4-

15
】

•
圏

央
道

沿
線

⼯
業

地
の

地
価

は
引

き
続

き
上

昇
して

い
る

。
【p

.1
7-

19
】

•
⼯

業
⽴

地
⾯

積
は

H2
5年

以
降

の
9年

間
の

うち
、H

29
年

とR
2年

、R
3年

を
除

い
た

6年
間

は
圏

央
道

沿
線

の
茨

城
県

が
全

国
1位

で
あ

り、
R2

年
、R

3年
も

茨
城

県
は

全
国

2位
で

あ
る

。
【p

.2
0】

•
圏

央
道

沿
線

⾃
治

体
の

法
⼈

住
⺠

税
の

税
収

が
平

成
21

年
か

ら令
和

2年
に

か
け

て
約

50
億

円
増

加
、固

定
資

産
税

（
家

屋
）

の
税

収
が

約
18

0億
円

増
加

。
【p

.2
3】

②
圏

央
道

の
開

通
に

よ
り、

沿
線

地
域

の
企

業
⽴

地
が

増
加

して
お

り、
地

価
・税

収
も

増
加

•
⾸

都
圏

3環
状

道
路

の
概

成
に

よ
り、

IC
20

分
圏

域
は

広
が

って
い

る
。現

在
は

⾸
都

圏
の

1都
3県

及
び

茨
城

県
南

部
の

うち
約

70
%

の
地

域
で

20
分

以
内

に
高

速
道

路
に

ア
クセ

ス
す

る
こと

が
可

能
。

【p
.2

4-
25

】

③
⾸

都
圏

3環
状

道
路

の
概

成
に

よ
り、

⾸
都

圏
の

多
くの

地
域

で
高

速
道

路
へ

の
ア

クセ
ス

性
が

向
上







2
. 
主

要
IC

間
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走
行

経
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分
担

率
の

変
化

5

•
外

環
道

千
葉

県
区

間
開

通
以

降
、経

路
分

担
率

に
⼤

き
な

変
化

は
な

く安
定

して
お

り、
社

会
情

勢
に

⼤
き

な
変

化
の

あ
った

20
21

年
7月

や
20

22
年

7月
に

お
い

て
も

⼤
き

な
変

化
は

⾒
られ

な
い

。
•

3環
状

の
利

⽤
分

担
率

へ
ネ

ット
ワ

ー
ク変

化
が

与
え

る
影

響
は

⼤
き

い
が

、他
の

要
因

に
よ

る
影

響
は

僅
か

で
あ

る
と想

定
。

■
経
路
分
担
率
（
東
名
⾼
速
⇔
東
北
道
）

■
経
路
分
担
率
（
中
央
道
⇔
東
北
道
）

■
経
路
分
担
率
（
関
越
道
⇔
常
磐
道
）

■
経
路
分
担
率
（
関
越
道
⇔
東
関
道
）

■
経
路
分
担
率
（
東
北
道
⇔
常
磐
道
）

■
経
路
分
担
率
（
東
北
道
⇔
東
関
道
）

（
デ

ー
タ）

ET
C料

⾦
収

受
デ

ー
タ（

平
休

合
計

）
［

各
年

次
の

7月
、

20
21

年
7月

（
7/

5〜
18

 ）
］







3
. 
特

定
IC

関
連

の
O

D
交

通
量

の
変

化
（
地

域
間

流
動

の
変

化
）

8

•
相

模
原

愛
川

IC
を

発
着

す
る

交
通

量
は

、ネ
ット

ワ
ー

クの
変

化
の

影
響

も
あ

り、
⾸

都
圏

外
各

方
⾯

に
お

い
て

は
、2

01
5年

と
比

較
して

20
19

年
は

増
加

傾
向

。
•

20
20

年
は

社
会

情
勢

に
よ

る
影

響
で

20
19

年
よ

り低
下

した
も

の
の

、2
02

2年
に

は
20

19
年

⽔
準

ま
で
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復
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（
デ
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⾦
収
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休

合
計

）
［

各
年

次
の

7月
、

20
21

年
7月
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18
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］
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10

•
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港
（

新
空

港
IC
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を

発
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す
る
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通
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は

、⾸
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圏
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各
方

⾯
に

お
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て
は

20
15

年
と比

較
して

20
19

年
は

増
加

傾
向

。
•

20
20

年
は

社
会

情
勢

に
よ

る
影

響
で

20
19

年
よ

り低
下

した
も

の
の

、2
02

2年
は

回
復

傾
向

に
あ

る
。

（
デ

ー
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ET
C料

⾦
収
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休

合
計
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［

各
年

次
の
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、

20
21

年
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7/

5〜
18

 ）
］
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（

出
典

）
⽇

本
⽴

地
総

覧
20

14
年

版
、2

01
5年

版
、

20
16

年
版

、
20

17
年

版
、2

01
8年

版
、

20
19

年
版

、
20

20
年

版
、

20
21

年
版

、
20

22
年

版
及

び
R3

年
1月

ま
で

の
物

流
雑

誌
、ビ

ジ
ネ

ス
誌

、新
聞

紙
等

（
H2

4年
1月

以
降

に
竣

⼯
の

物
流

施
設

を
対

象
に

作
図

）
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. 
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種
統

計
デ

ー
タ

の
整

理

16

分
析
項
目

分
析
単
位

使
⽤
デ
ー
タ

昨
年
度
分
析
期
間

最
新
デ
ー
タ

①
地

価
地

点
別

都
道

府
県

地
価

調
査

H2
5〜

R3
R4

②
⼯

場
⽴

地
⾯

積
都

道
府

県
⼯

場
⽴

地
動

向
調

査
H2

5〜
R2

R3

③
観

光
⼊

込
数

地
点

別
各

県
の

公
表

デ
ー

タ
全

国
観

光
⼊

込
客

統
計

H2
3〜

R2
R2

④
税

収
（

法
⼈

税
・固

定
資

産
税

）
市

町
村

地
方

財
政

状
況

調
査

市
町

村
別

決
算

状
況

調
H2

1〜
R1

R2

•
既

存
公

表
資

料
の

モ
ニタ

リン
グ

を
目

的
とし

て
、各

種
統

計
デ

ー
タを

時
点

更
新

す
る

。
•

3環
状

概
成

に
伴

うス
トッ

ク効
果

公
表

資
料

の
基

礎
デ

ー
タを

収
集

整
理

す
る

。

■
各
種
統
計
デ
ー
タ
の
整
理
方
針
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）
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•
圏

央
道

・外
環

道
沿

線
⼯

業
地

の
地

価
は

引
き

続
き

上
昇

して
い

る
。
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茨
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茨
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茨
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茨
城
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0h
a

北
海

道
15
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茨
城
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a
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海
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岡
県

11
0h
a

北
海

道
92
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ha

岐
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ha

愛
知
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8
6
ha
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岡
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9
4
ha
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ha

茨
城

県
94
ha

3位
栃
木
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ha

栃
木

県
87
ha

栃
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県
50
ha

宮
城

県
6
9
ha

静
岡

県
9
7
ha

群
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県
75
ha

愛
知
県

79
ha

栃
木

県
92
ha

岐
阜

県
76
ha

6
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国
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⼯
場
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き
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（
出

典
）

⼯
場

⽴
地

動
向

調
査

（
H2

5〜
R3

）

■
⼯
場
⽴
地
⾯
積
の
推
移
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茨
城

県

6
. 
各

種
統

計
デ

ー
タ

の
整

理
（
③

観
光

入
込

客
数

）

22

•
各

県
の

観
光

⼊
込

客
数

の
推

移
を

整
理

。

（
出

典
）

全
国

観
光

⼊
込

客
統

計
（

H2
3~

R2
）

観
光

庁
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5.3  外環道千葉県区間開通後の交通動向分析 

5.3.1  概要資料の作成 

第 2 章で検討した「外環道千葉県区間開通後の交通動向分析」に関する概要資料を

作成し、有識者への説明資料とした。 

作成した資料は、次頁以降に掲載する。 

 

5.3.2  有識者説明の実施 

作成した資料をもとに、下記の通り有識者説明を実施した。 

 

• 日 時：令和 4 年 12 月 14 日（水）13:00～14:30 

• 場 所：Teams 会議 

• 参加者：   

国土交通省関東地方整備局 道路部計画調整課 

（一財）計量計画研究所 

• 協議内容：外環道千葉県区間整備による周辺居住者の交通特性の変化に関する分 

析結果の報告 

• 協議結果： より、以下のご意見をいただいた。 

 

 

 



M
in

is
tr

y 
of

 L
an

d,
 In

fr
as

tr
uc

tu
re

, T
ra

ns
po

rt
 a

nd
 T

ou
ri

sm

外
環
道
（
千
葉
県
区
間
）
の
整
備
に
よ
る

O
D
変

化
に
つ
い
て
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5.4  首都圏湾岸地区における交通課題 

第 3 章で検討した事項のうち、「首都圏湾岸地区における交通課題」に関する概要

資料を作成した。 

作成した資料は、次頁以降に掲載する。 
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5.5  アクアライン周辺の交通状況分析 

第 3 章で検討した事項のうち、「アクアライン周辺の交通状況分析」に関する資料

を作成した。 

作成した資料は、次頁以降に掲載する。 

 

 

 



分
析
方
法

○
物

流
車

両
の

O
D

や
走

行
経

路
、

観
光

に
関

す
る

交
通

流
動

（
出

発
地

等
）
を

詳
細

に
把

握
す

る
た

め
、

以
下

の
デ

ー
タ

を
用

い
た

。
季

節
変

動
や

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
を

で
き

る
限

り
取

り
除

く
た

め
、

4
月

時
点

の
デ

ー
タ

で
整

理
を

行
っ

た
。

〇
ト

リ
ッ

プ
の

再
判

定
を

実
施

し
て

、
東

京
湾

ア
ク

ア
ラ

イ
ン

の
対

象
リ

ン
ク

を
通

過
す

る
も

の
の

み
を

抽
出

し
、

そ
の

通
過

経
路

や
O

D
を

分
析

し
た

。
通

過
経

路
の

割
合

は
、

対
象

リ
ン

ク
の

通
過

台
数

で
割

る
こ

と
に

よ
っ

て
算

出
し

た
。

【
使

用
デ

ー
タ

】

1

使
用

デ
ー

タ
ET

C
2.
0デ

ー
タ

（
様

式
1-
1、

1-
2）

分
析

期
間

20
22

年
（
令

和
4
年

）
の

平
日

・
土

曜
・
日

曜
各
1日

・
20
22

年
4月

9日
・
20
22

年
4月

10
日

・
20
22

年
4月

13
日

分
析

対
象

路
線

東
京

湾
ア

ク
ア

ラ
イ

ン
お

よ
び

周
辺

道
路

（
D
R
M

基
本

道
路

）

【
ア

ク
ア

ラ
イ

ン
上

の
対

象
リ

ン
ク

】

【
ト

リ
ッ

プ
再

判
定

の
概

要
】

は
じ

め
に

、
デ

ー
タ

ク
レ

ン
ジ

ン
グ

と
し

て
、

次
を

一
つ

以
上

満
た

す
運

行
ID

を
削

除
し

た
。

•
時

系
列

順
と

ト
リ

ッ
プ

番
号

が
矛

盾
す

る
。

•
前

後
す

る
レ

コ
ー

ド
間

の
距

離
が

2
0
km

以
上

で
あ

る
。

•
前

後
す

る
レ

コ
ー

ド
間

の
速

度
や

加
速

度
が

そ
れ

ぞ
れ

閾
値

で
あ

る
1
5
0
km

/
h
、

1
G

を
超

え
る

も
の

が
5
レ

コ
ー

ド
以

上
か

つ
全

体
の

1
0
%
以

上
で

あ
る

。
•

記
録

さ
れ

た
レ

コ
ー

ド
数

が
5
未

満
で

あ
る

。

続
い

て
、

次
に

示
す

ル
ー

ル
に

従
っ

て
ト

リ
ッ

プ
を

再
判

定
し

た
。

•
前

後
す

る
レ

コ
ー

ド
間

の
時

間
差

が
1
5
分

を
超

え
る

場
合

、
ト

リ
ッ

プ
を

分
割

す
る

。
た

だ
し

、
レ

コ
ー

ド
間

の
速

度
が

2
0
km

/
h
を

超
え

る
場

合
を

除
く
。

•
前

後
す

る
レ

コ
ー

ド
間

の
角

度
差

が
1
5
0
度

～
2
1
0
度

の
場

合
、

ト
リ

ッ
プ

を
分

割
す

る
。

た
だ

し
、

レ
コ

ー
ド

間
の

時
間

差
が

5
分

を
超

え
な

い
場

合
を

除
く
。

•
日

を
跨

ぐ
ト

リ
ッ

プ
を

結
合

す
る

。

「
次

世
代

の
道

路
交

通
調

査
に

向
け

て
〜

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

と
統

計
調

査
〜

」
IB

S
 A

n
n
u
al

 R
e
po

rt
 

研
究

活
動

報
告

，
2
9
–
3
5
，

2
0
2
2

を
参

考
に

実
施













ま
とめ

○
横

浜
方

面
で

は
保

土
ヶ

谷
バ

イ
パ

ス
・
横

浜
北

線
～

湾
岸

線
・
横

羽
線

、
東

京
方

面
で

は
湾

岸
線

～
中

央
環

状
線

の
通

過
が

多
い

。
川

崎
方

面
で

は
、

国
道

4
0
9
号

が
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
と

な
っ

て
お

り
、

並
行

す
る

多
摩

沿
線

道
路

や
高

速
（
横

浜
北

西
線

～
湾

岸
線

や
中

央
環

状
線

な
ど

）
を

通
り

迂
回

す
る

車
両

も
多

い
。

○
湾

岸
線

（
神

奈
川

方
面

）
と

川
崎

線
の

利
用

率
が

上
下

で
大

き
く
異

な
る

。
ア

ク
ア

ラ
イ

ン
へ

の
進

入
時

は
湾

岸
線

か
ら

ア
ク

ア
ラ

イ
ン

に
合

流
す

る
箇

所
が

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
横

羽
線

～
川

崎
線

の
通

過
が

多
い

。
平

日
と

比
べ

て
土

日
の

方
が

こ
の

傾
向

は
強

い
。

○
貨

物
車

と
比

べ
て

乗
用

車
は

湾
岸

線
～

中
央

環
状

線
や

川
崎

市
・
大

田
区

の
一

般
道

の
移

動
が

多
い

。

7
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5.6  栃木県における中継輸送拠点整備の検討 

第 3 章で検討した、栃木県における中継輸送拠点整備の検討に係る資料（栃木県ト

ラック協会に対するヒアリング資料）をとりまとめた。 

作成した資料は、次頁以降に掲載する。 



栃
木

県
に

お
け

る
中

継
輸

送
拠

点
整

備
の

検
討

20
22
年
10
月
18
日



目
次

1

1.
中
継
輸
送
の
概
要
と目

的
2.
事
例
整
理

–
コネ
クト
エ
リア
浜
松
の
利
⽤
の
仕
組
み

–
複
数
事
業
者
間
の
中
継
輸
送
、マ
ッチ
ング
の
事
例

3.
東
北
道
全
体
の
物
流
量
と品

目
4.
宇
都
宮
（
栃
木
県
）
版
の
拠
点
の
詳
細
案





2
. 
事

例
整

理
の

方
法

と
総

括

3

■
事
例
整
理
の
⽅
法

•
「中
継
輸
送
の
取
組
事
例
集
」（
⾃
動
⾞
局
貨
物
課
、2
02
0年

1月
）
掲
載
の
事
例
を
対
象
とし
た
。

•
事
例
集
は
中
継
輸
送
の
運
⽤
方
法
を
主
に
記
載
して
い
る
た
め
、各

事
例
の
中
継
拠
点
の
仕
様
や
運
営
方
法
を

W
eb
ベ
ー
ス
で
追
加
調
査
した
。

•
中
継
拠
点
に
関
す
る
情
報
が
⾒
つ
か
った
事
例
の
うち
、「
中
継
拠
点
を
⼀
体
的
に
整
備
」「
複
数
事
業
者
に
よ
る

中
継
輸
送
」「
SA
PA
で
の
中
継
輸
送
」の
3種

それ
ぞ
れ
で
代
表
的
な
も
の
を
以
降
で
紹
介
す
る
。

■
総
括

•
トレ
ー
ラー
・ト
ラク
ター
方
式
（
13
事
例
）
、ド
ライ
バ
ー
交
替
方
式
（
12
事
例
）
と⽐

べ
、貨

物
積
み
替
え
方

式
の
事
例
は
1事

例
と少

な
い
。

•
中
継
拠
点
に
は
、⾃

動
販
売
機
等
の
休
憩
機
能
や
⼗
分
な
駐
⾞
マ
ス
が
求
め
られ
る
。既

存
施
設
を
活
⽤
す
る

場
合
に
は
、他

の
⾞
両
が
駐
⾞
マ
ス
に
停
め
な
い
よ
うに
⼯
夫
す
る
必
要
が
あ
る
。

•
単
⼀
事
業
者
に
よ
る
中
継
輸
送
の
事
例
（
16
事
例
）
が
多
く、
複
数
事
業
者
に
よ
る
事
例
は
5事

例
と少

な
い
。

複
数
事
業
者
の
事
例
に
は
、川

崎
陸
送
（
株
）
・⼭
梨
総
合
運
輸
（
株
）
の
よ
うに
グ
ル
ー
プ
会
社
が
協
働
し

た
ケ
ー
ス
も
含
ま
れ
る
。料

⾦
や
⾛
⾏
距
離
の
配
分
が
複
数
事
業
者
に
よ
る
中
継
輸
送
の
課
題
で
あ
る
た
め
、中

継
拠
点
を
整
備
して
仕
組
み
を
整
え
る
意
義
が
あ
る
とい
え
る
。



中
継

輸
送

拠
点

の
一

体
的

な
整

備
事

例
：
コ

ネ
ク

ト
エ

リ
ア

浜
松

4

•
NE
XC
O
中
日
本
と遠

州
トラ
ック
（
株
）
は
、ト
レ
ー
ラー
・ト
ラク
ター
方
式
ま
た
は
ドラ
イバ
ー
交
替
方
式
で
の
中

継
輸
送
拠
点
とし
て
、新

東
名
浜
松
SA
に
隣
接
して
コネ
クト
エ
リア
浜
松
を
整
備
した
。

■
仕
様

用
地

浜
松
SA
（
下
り）

の
NE
XC
O
所
有
地
（
ス
マ
ー
トI
C外

）
事
業
開
始

20
18
年
9月

運
営
事
業
者
遠
州
トラ
ック
（
株
）

面
積

71
33
㎡

駐
⾞
マ
ス

30
台
＋
予
備
2台

設
備

⾞
⽌
め
、夜

間
⽤
照
明
、⾃

動
販
売
機
、⼀

時
待
機
場

（
隣
接
す
る
浜
松
SA
の
シ
ャワ
ー
等
の
施
設
も
利
⽤
可
能
）

■
利
⽤
方
法

①
利
用
契
約
・登
録

利
⽤
契
約
を
締
結
し、
登
録
台
数
分
の
登
録
カー
ドを
発
⾏

②
事
前
予
約

予
約
管
理
シ
ス
テ
ム
か
ら利

⽤
日
・利
⽤
時
間
帯
を
予
約

（
利
⽤
１
回
あ
た
り1
.5
時
間
）

③
利
用

利
⽤
登
録
カー
ドに
よ
り利

⽤
（
カー
ドに
よ
る
ゲ
ー
ト開

閉
管
理
）

④
精
算

利
⽤
料
⾦
、月

会
費
は
月
締
め
で
全
⾞
両
分
⼀
括
請
求

■
利
⽤
料
⾦

2.
 事

例
整

理



複
数

事
業

者
に

よ
る

中
継

輸
送

事
例

：
川

崎
陸

送
・
山

梨
総

合
運

輸

5

•
川
崎
陸
送
（
株
）
と⼭

梨
総
合
運
輸
（
株
）
は
、⾃

社
拠
点
を
活
⽤
して
、ト
レ
ー
ラー
・ト
ラク
ター
方
式
で
中

継
輸
送
を
実
施
して
い
る
。※

⼭
梨
総
合
運
輸
は
川
崎
陸
送
の
グ
ル
ー
プ
会
社

■
中
継
輸
送
の
運
⽤
方
法

•
川
崎
陸
送
（
株
）
は
20
02
年
頃
か
ら他

の
運
送
会
社
との
中
継
輸

送
を
試
⾏
して
き
た
が
、料

⾦
配
分
の
問
題
に
加
え
て
、⾛

⾏
距
離
が

ち
ょう
ど中

間
とな
る
設
備
の
乏
しい
箇
所
を
中
継
拠
点
とし
て
い
る
こと

に
課
題
が
あ
った
。そ
の
た
め
、2
01
6年

11
月
よ
りグ
ル
ー
プ
会
社
と⾃

社
拠
点
を
活
⽤
した
中
継
輸
送
を
実
施
して
い
る
。

•
大
阪
府
ー
⼭
梨
県
ー
埼
玉
県
と大

阪
府
ー
愛
知
県
ー
埼
玉
県
の
２

ル
ー
トで
運
⾏
して
い
る
。

•
渋
滞
・通
⾏
⽌
め
が
少
な
い
中
央
道
を
活
⽤
して
２
ル
ー
トを
⽤
意
し、

ア
クシ
デ
ント
時
の
代
替
ル
ー
トを
確
保
した
。

•
中
継
輸
送
に
よ
り回

転
率
が
向
上
し、
⾞
両
不
⾜
が
減
少
した
。

■
中
継
拠
点
の
仕
様

愛
知
県
名
古
屋
市
（
川
崎
陸
送
名
古
屋
営
業
所
）

•
小
牧
IC
よ
り⾞

で
5分

•
ラウ
ンジ
・仮
眠
室
、シ
ャワ
ー
室
、⼥

性
専
⽤
ラウ
ンジ
、電

⼦
レ
ンジ
、

コー
ヒー
メー
カー
あ
り

⼭
梨
県
中
央
市
（
⼭
梨
総
合
運
輸
本
社
営
業
所
）

•
南
ア
ル
プ
ス
IC
よ
り⾞

で
8分

、甲
府
南
IC
よ
り⾞

で
15
分

•
シ
ャワ
ー
ル
ー
ム
、仮

眠
室
、⼥

性
専
⽤
レ
ス
トル
ー
ム
、パ
ウダ
ー
ル
ー
ム
、

ソ
ファ
、電

⼦
レ
ンジ
あ
り

2.
 事

例
整

理



S
A
P
A
で

の
中

継
輸

送
事

例
：
Ｆ

－
Ｌ

ＩＮ
Ｅ

6

•
複
数
の
⾷
品
メー
カー
の
物
流
事
業
を
統
合
して
設
⽴
され
た
F-
LI
NE
（
株
）
は
、清

水
PA
を
活
⽤
して
、ド
ラ

イバ
ー
交
替
方
式
で
中
継
輸
送
を
実
施
して
い
る
。

■
中
継
輸
送
の
運
⽤
方
法

•
F-
LI
NE
（
株
）
は
、加

⼯
⾷
品
の
配
送
の
効
率
化
等
を
目
指
して
、

味
の
素
物
流
（
株
）
、カ
ゴ
メ物

流
サ
ー
ビス
（
株
）
、ハ
ウス
物
流

サ
ー
ビス
（
株
）
、
F-
LI
NE
（
株
）
（
旧
北
海
道
エ
ー
ス
物
流
）
、

九
州
F-
LI
NE
（
株
）
を
統
合
して
設
⽴
され
た
会
社
で
あ
る
。

•
静
岡
県
焼
津
市
の
営
業
所
も
活
⽤
して
複
数
の
中
継
輸
送
の
方
式
を

実
施
して
お
り、
荷
量
変
動
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
選
択
して
い
る
。

•
PA
の
駐
⾞
場
混
雑
具
合
を
考
慮
し、
中
継
を
昼
間
に
⾏
うこ
とで
、問

題
な
く駐
⾞
可
能
とな
った
。

•
日
帰
り、
か
つ
日
中
で
の
中
継
輸
送
とす
る
こと
で
、⼥

性
や
年
配
の
ド

ライ
バ
ー
等
も
乗
務
可
能
とな
り、
働
き
方
の
選
択
肢
を
増
や
す
こと
が

で
き
た
。

■
中
継
拠
点
の
仕
様

静
岡
県
静
岡
市
（
清
水
PA
）

•
上
下
集
約
型

•
シ
ャワ
ー
は
な
し

※
20
16
年
実
証
実
験
時

2.
 事

例
整

理





中
継

輸
送

の
対

象
と

な
る

品
類
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•
全
品
目
に
は
中
継
輸
送
が
難
しい
品
類
も
含
ま
れ
る
た
め
、中

継
輸
送
の
対
象
とな
る
品
類
の
検
討
が
必
要
。

•
物
流
セ
ンサ
ス
の
品
類
よ
り、
軽
⼯
業
品
、雑

⼯
業
品
が
中
継
輸
送
が
可
能
と考

え
られ
る
。

品
類
名

中
継
輸
送
の
対
象
品
類

農
水
産
品

中
継
輸
送
が
可
能
な
品
目
も
あ
る
が
、品

目
に
よ
って

は
冷
蔵
、冷

凍
等
の
特
殊
な
⾞
両
を
使
⽤
す
る
た
め
、

中
継
輸
送
が
難
しい

林
産
品

中
継
輸
送
が
可
能
な
品
目
も
あ
る
が
、品

目
に
よ
って

は
専
⽤
の
⾞
両
を
使
⽤
す
る
た
め
、中

継
輸
送
が
難
し

い

鉱
産
品

⾦
属
機
械

⼯
業
品

化
学

⼯
業
品

軽
工
業
品

中
継
輸
送
が
可
能

雑
工
業
品

中
継
輸
送
が
可
能

排
出
物

中
継
輸
送
が
可
能
な
品
目
も
あ
る
が
、品

目
に
よ
って

は
専
⽤
の
⾞
両
を
使
⽤
す
る
た
め
、中

継
輸
送
が
難
し

い
特
殊
品

■
年
間
出
荷
量
の
推
移
（
品
類
別
）

■
中
継
輸
送
の
対
象
とな
る
品
類

出
典
︓
第
10
回
全
国
貨
物
純
流
動
調
査
の
結
果
概
要

3.
 東

北
道

全
体

の
物

流
量

と
品

類



参
考

物
流

セ
ン

サ
ス

の
品

目
分

類
表
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参
考

物
流

セ
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サ
ス
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品

目
分

類
表
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3.
 東

北
道

全
体
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物

流
量
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【
参
考
】
栃
木
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
打
合
せ
資
料
（

20
22

年
9月

27
日
）














